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香川県指定  

子ども発達支援センターこがく   

  

  例年に比べて早くも暖かな日差しに、春の訪れを感じるこの頃です。 

外遊び中には、只今、幼稚園の門扉の工事に使用しているショベルカーやダンプカーと 

いった“はたらくくるま”を近い距離で見ることができ、興味津々な子どもたちです。 

 

 

★今月の活動：就園児★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★今月の活動：未就園児★ 

 〇ねらい 

・身近な大人と信頼関係を築き、安心して過ごす。 

・日常生活の基礎となること（着脱、排泄、身の回りの始末など）を保育者と一緒に体験する。

る。 

・遊びの中で、各発達段階に応じた個別の課題を行う。 

  

〇内 容 

    ・戸外遊び（大型遊具、砂場など）、季節の自然を使った遊び 

    ・日常生活の練習、小集団活動（歌、絵本、体操、製作など） 

3月前半 

〇ねらい 

・1年間を振り返り、楽しかった思い出を話す 

・細かい作業を通して、色や形を考えながら、 

 集中力や手指の力をコントロールする力を

養う。 

〇内 容 

・歌＆お話【センターで楽しかったことや好き

だったことについて発表する。】 

・製作「思い出フォトフレームづくり」 

3月後半 

〇ねらい 

・メニューを構成する材料や過程に興味を持つ。 

・ゲームを通して、ルールや参加のマナーを知る。 

・友達と一緒に調理することや会食する楽しみを

知る 

〇内 容 

・位置あそびをする。 

・レシピカードであそぶ。 

・おやつ作り 

 

個別の活動では、 

もじあそび、かずあそび、 

ソーシャルスキルゲームなど、 

個人の課題にあわせて 

取り入れています。 

活動の様子は、ホームページ

「こんなことしたよ！」で、 

 紹介しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～編集後記～ 続報「こんなことしたよ」  

2 月の製作では、“自分の思いのまま作品にする”（失敗は、ない！）という気持ちが育つこ

とをねらいとしました。その為、見本をモノクロ（モノクローム）にしたり、材料（様々な素材）を 

数多く用意し、切りやすいように、補助線はありますが大きさ等の指示はしませんでした。 

いつもと違う製作のやり方に初めは、「これでいいのかな。。。」と不安に感じる子もいたと思い

ます。しかし不安は一瞬で、材料に目を輝かせ、「好きなように切っていいの？」と次々と素材を

切って、貼って作っていました。お友だちが作っているのを参考にしたり、頭でイメージさせたり

しながら、オリジナル作品が仕上がりました。個性豊かな作品は、ホームページに掲載していき 

ます。                           主任保育士 後藤 祐美 

こんなことしたよ！ 

就園児 2 月のグループ活動の一部です。 

“冬のごちそうづくり”を題材に、製作遊びでは 

好きな具材を選び、自分のオリジナルの 

「スープ」を作り、まねっこ遊びを楽しみました。。 

＼ いただきます ／ 

今日はどのスープにしようかな。。。 

 

つくってみよう！！ 

お友だちと作ったものを 

見せ合い、食べ合いました。 

心もぽかぽか♡ 

発達段階に合わせて、

リストに書かれている

絵や文字を確認して 

材料を選択し、順番に

貼っていきます！ 

 

～ 3月の予定 ～ 

・避難訓練（火災）を 

行います。 

19日 ・ 29日 

～ 休所日 ～ 


